
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□安全・安心の追求 
近年、自然災害や異常気象、感染症など地球規模

のリスクが高まる中、それらのリスクへの備えを万全

にし、火災や事故、犯罪、人権問題、社会インフラの

老朽化など日常生活に潜むリスクを未然に防止する

ことにより、安全・安心な社会の実現に向けた基盤を

強固なものにしなければなりません。 

その基盤の上に、子育てや教育、医療、福祉、健康づくりなどにおける、きめ細かな安

全・安心を積み重ねていくとともに、空き家や耕作放棄地、地域コミュニティの衰退など人

口減少に伴う安全・安心の揺らぎ食い止めることで、充実した安全・安心を実感ながら、誰

もが快適で豊かな暮らしを享受できることが望まれています。 

 

 

 

 

 

 

時代背景と社会潮流 

□グローバル化と価値観の尊重 
 東京オリンピック・パラリンピックの基本的な考え方として

「多様性と調和」が掲げられたように、グローバル化の進展

に伴って、多様な文化や価値観に触れ、多様性を尊重する

ことに対しての重要性が増しています。 

あわせて、感染症がグローバル社会に打撃を与え、世界

的に環境問題への意識が高まる中、持続可能な世界を目

指し、国際社会における共通の価値観であるＳＤＧｓ（持続

可能な開発目標）に取り組むことが必要となっています。 

 

 

 

 

□技術革新とデジタル化 

 スマートフォンに代表されるＩＣＴ（情報通信技術）は、社

会のデジタル化とスマート化を加速化させ、今後、ますま

す便利な社会へ移行すると予測されています。 

新たな技術の発展・登場が、情報発信と情報共有を多

様化・高速化させ、産業構造さえも変えていく可能性があ

ります。また、感染症の流行下において、社会のデジタル

化とスマート化の重要性がより一層高まりました。 

これらの技術を上手に使いこなし、時代を切り拓く人材

の育成はもちろん、誰一人として取り残さない、人にやさし

いデジタル環境の整備が求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

市民が理想とするまちのキーワード 

2019 年 11 月に実施した市民 5,500 人を対象としたアンケートにおいて、「2030 年に目指す

べきまちの将来像を表すキーワード（全体選択肢 40 個、複数回答）」について調査したところ、

次の結果となりました。（回答者数…1,730 人） 
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育み（はぐくみ）
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ゆとり

やすらぎ

あたたかさ

笑顔

「ア」…アメニティ（快適性）、アイデンティティ（個性）、AI（人工知能） 

「イ」…イノベーション（技術革新）、インフォメーション（情報）、 

インターナショナル（国際的）、インバウンド（訪日観光）、 

ＩｏＴ（モノのインターネット） 

「ウ」…ウェルネス（健康）、ウェルフェア（福祉） 

「エ」…エコロジー（自然環境保全）、エデュケーション（教育） 

「オ」…オリジナリティ（独創性）、オンリーワン（唯一性） 

（合計 100 以下は省略） 

21 世紀のまちづくりのキーワード 

「ア・イ・ウ・エ・オ」 

⑩ ⑪ 

イラストを掲載予定 

イラストを掲載予定 

イラストを掲載予定 



 

 

 

１ 小野市総合ビジョンの策定趣旨と目的 

これまでの小野市は、『夢プラン２０２０おの総合計画』において、「人いきいき まちわくわく ハート

フルシティおの ～セカンド・ステージ～」を基本理念とし、まちづくり方針として“誇りと信頼、希望に

包まれた『愛着』の創造”を掲げ、その実現に向けてまちづくりを進めてきました。 

この間、人口減少・少子高齢化社会の進行、情報通信技術の発展、グローバル化の進展などの社

会の変化が、本市を取り巻く環境に大きな影響を与えており、今後の自治体経営においては、「行政

も経営」と捉えた、持続可能なまちづくりを進めることが、より一層重要となります。 

また、平成 23（2011）年５月の地方自治法改正に伴い、総合計画（基本構想）の策定義務がなくな

りました。小野市では、各基本分野における個別計画の方向性を整理することの必要性や民間企業

においても中長期の経営計画を掲げることが一般的であることに鑑み、小野市らしいまちづくりを展

開するための計画を策定することとしました。これはまさに、地方自治「自己実現のための自己決定、

自己責任」の発想において、生き残りではなく、勝ち残りを目指すためのチャレンジに他なりません。 

計画の名称については、『夢プラン２０２０おの総合計画（以下、「旧総合計画」と言います。）』から

『小野市総合ビジョン －夢プラン２０３０－（以下、「総合ビジョン」と言います。）』に改め、2030 年に

向け、市民とまちの将来像（ビジョン）及びあるべきまちの姿を共有するために、本計画を策定します。 

 

 

２ 総合ビジョンの計画期間等 

総合ビジョンは 2030 年を目標年次とし、令和４（2022）年度から令和 12（2030）年度までの９年間

を計画期間とします。 

なお、大きなまちづくりの方向性の転換が必要となった場合などは、計画期間内であったとしても、

必要に応じて、全体的な見直しを行います。 

また、平成 27（2015）年に策定した『小野市総合戦略（以下、「総合戦略」と言います。）を、総合ビ

ジョンを実行するための計画として改訂し、第２期分としての計画期間を令和４（2022）年度から令和

7（2025）年度までと定め、総合ビジョンの中間年で改訂を行います。 

 

区分 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 

総合ビジョン          

総合戦略 
 

       
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 総合ビジョンの構成 

まちづくりの総合的かつ包括的な計画である総合ビジョンは、これまでまちづくりの基本構想を活

かしつつ、時代背景や社会潮流、市民が理想とするまちのイメージなどを踏まえ、まちづくりにおける

基本理念、将来像、基本方針等を定めます。 

 

◇まちづくりの基本理念 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇２０３０年の将来像及び基本方針 

将来像 愛着と誇りを育み 未来に雄飛するまち 小野 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合ビジョンの策定にあたって 

９年間 

４年間 ５年間 

⑫ 

人いきいき まちわくわく 

ハートフルシティおの 
－ＮＥＸＴ ＳＴＡＧＥ－ 

－ エ ク セ レ ン ト シ テ ィ － 

Ⅱ．健康でともに支え合う 

Ⅲ．子どもの成長と学びを育む 

Ⅳ．自然と調和した質の高い

都市空間が整う 

Ⅴ．活力・賑わいあふれ

交流が広がる 

Ⅵ．生きがいとゆとり

を持てる 

Ⅶ．持続可能な自治体を経営する 

Ⅰ．安全・安心で快適に暮らせる 
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人いきいき まちわくわく 

ハートフルシティおの 
－ＮＥＸＴ ＳＴＡＧＥ－ 

夢 

総
合
ビ
ジ
ョ
ン 

総
合
戦
略 

「夢を描いたビジョン」 

これまでにないスピードで時代が変化しています。この変化を洞察しつつ、小野市の明

るい未来、すなわち「夢」を描き、これを市民・事業者・行政など多様な主体が共有し、とも

に新しいまちづくりにチャレンジすることで、「市民の幸せ」と「夢」の実現を目指します。 

「まちづくりの基本理念であるこの言葉に込められた思い」 

 豊かでやさしい心があふれ、自助・共助・公助が連携し、 

誰もが安全に安心して、いきいきと暮らせるまち 

 安心して子どもを生み育てることができ、 

子ども達が夢と希望を抱きながら、健やかに成長できるまち 

 市民主体の多様なコミュニティ活動を通じて、 

ふるさとの新たな魅力と活力を創造するまち 

 美しい自然環境と歴史ある伝統文化を継承しつつ、 

更なる小野らしさを追求し、輝く未来を拓くまち 

 多様な価値観を尊重し、新しい時代の変化を取り入れながら、 

しなやかに発展する持続可能なまち 

「市民の理想を基に設定した 

２０３０年に向けたまちづくりの基本方針と２０３０年の将来像」 

Ⅰ．安全・安心で快適に暮らせる 

Ⅱ．健康でともに支え合う 

Ⅲ．子どもの成長と学びを育む 

Ⅳ．自然と調和した質の高い都市空間が整う 

Ⅴ．活力・賑わいあふれ交流が広がる 

Ⅵ．生きがいとゆとりを持てる 

Ⅶ．持続可能な自治体を経営する 

「総合ビジョン、総合戦略、個別計画の関係性」 

総合戦略を、総合ビジョンの実行計画とし、総合ビジョンと総合戦略は、福祉や都市計

画、教育などの各基本分野における個別計画とも整合を図り、連携するものとします。 

行   動   指   針 

福祉 

都市 

計画 教育 
環境 

防災 

小野市の行政経営に基づくまちづくりの体系 

旧総合計画

の基本理念

を継承 

個
別
計
画 

旧総合計画では、令和２（2020）年度までのまちづくり方針として“誇りと信頼、希望に包まれ
た『愛着』の創造”を掲げ、これを６つの将来像に展開し、まちづくりを進めてきました。 
 総合ビジョンの策定にあたって 2019 年に実施した、市民 5,500 人を対象に行ったアンケート調査
において、小野市に「愛着や誇り」を感じる方が 70％という結果になっており、2030 年に向けて、
引き続き、愛着づくりと誇りづくりに取り組むという将来像を示す必要があります。 
また、このアンケートにおいて「2030 年に目指すべき都市の将来像を表すキーワード」として上

位となったものを、旧総合計画の将来像と組み合わせ、上記のまちづくりの基本方針（テーマ）を
定めます。 
これらの基本方針、すなわち７つのテーマが調和したまちづくりを通じて、2030 年に向かって

まちのポテンシャルを最大限に発揮させ、これまでも大切に培ってきたまちへの愛着と誇りをさら
に育んでいくことで、誰もがこのまちに住んでよかったという幸せを実感し、輝く未来“ゆめ”に
向かって羽ばたくことができる、エクセレントシティ小野を目指します。 

⑭ ⑮ 

市   民 行   政 



 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分野 １ 防災体制の強化          

○自助・共助・公助が連携し、南海トラフ大地震や山崎断層

帯による地震、異常気象による水害等を想定したハード・

ソフト両面の防災体制が充実・確立されている。 

○地域の中で防災リーダーが育ち、地域内の防災力向上を

図るとともに、災害時のリスクと避難行動が周知徹底され

ている。 

○誰もがタイムリーに防災情報を入手することができ、災害

時に配慮すべき方への支援が充実している。 

 

◆戦略の主な展開先…つながりあるまち 

分野 ３ 交通安全・防犯対策の推進  
 

○多様な主体が連携し、交通安全と防犯における取組強化

と情報の共有化を図ることで、事故や犯罪が未然に防止

されている。 

○防犯灯や街路灯を適正に配置した明るいまちが整備さ

れるとともに、ＩＣＴを活用した事故防止や防犯対策が推

進され、体感治安が更に向上している。 

○車・自転車の運転者や歩行者等の交通安全意識が高ま

り、交通ルール・マナーの遵守が徹底され、安全・安心な

交通環境が整備されている。 

 

◆戦略の主な展開先…選ばれるまち 

分野 ７ 消費生活の充実         

○消費者問題の未然防止策と支援体制が構築され、誰も

が安全・安心な消費生活を送ることができ、環境に配慮

したかしこい消費行動が推進されている。 

○オンラインやキャッシュレスなど便利な消費環境が浸透

し、販売・決済手法の多様化に対応できるよう、消費者

教育を通じた、消費者の育成・啓発が図られている。 

○消費者を保護する相談・救済の体制が強化されるととも

に、消費生活のグローバル化の進展への対応が充実し

ている。 

 
◆戦略の主な展開先…選ばれるまち、挑戦し進化し続けるまち 

分野 ４ 人権尊重・男女共同参画の     
推     推進                

○「いじめ」をあらゆる人権侵害の根源と捉え、虐待やＤＶ、

ハラスメント行為、誹謗中傷などを絶対に許さない社会

を市民全員で築き、それらを防止している。 

○あらゆる分野の多様な場面で、男女共同参画の視点に

立った意思決定の手法・機会が確立されるとともに、一人

ひとりが尊重される社会が形成されている。 

○「いじめ」をはじめ様々な生きづらさに対する相談・支援

体制が強化され、関係機関による相互の連携や啓発、教

育などで、それらの解消が図られている。 

 

◆戦略の主な展開先…子どもを生み育てたいまち、豊かな

人材を育むまち 
 

 分野 ５ 環境衛生対策の充実          

○大気・水・土壌などの環境を保全し、騒音・振動・悪臭など

を抑制することで、誰もが安全・安心を実感できる生活環

境が保たれている。 

○環境負荷を低減するため、地域全体で、ごみの減量化と

リサイクルを推進するとともに、不法投棄を防止するまち

づくりが広がっている。 

○地域社会を挙げて感染症対策が徹底されるとともに、適

切な管理と指導により、感染症と疾病に対する予防意識

の高揚が図られている。 

 
◆戦略の主な展開先…選ばれるまち、挑戦し進化し続けるまち 

分野 ６ 上下水道の充実           

○人口構造や産業立地、気候変動、災害などに対応し、経

営視点に立った、上下水道施設の効率的な管理と計画

的な整備が推進されている。 

○安全で安心なおいしい水を持続的かつ安定的に供給す

る上水道ネットワークが構築され、より高度・高品質なサ

ービスが展開されている。 

○トイレの水洗化と環境に配慮した下水処理を推進すると

ともに、市街地において迅速な雨水処理ができる施設整

備が推進されている。 

 

◆戦略の主な展開先…つながりあるまち 
 

 

分野 ２ 消防・救急体制の充実     

○地域を挙げた消防力の強化と緊急時の広域的な応援・

連携体制の構築を推進し、火災や事故、災害等から市

民の生命と財産が守られている。 

○訓練や情報発信により火災予防の徹底が進み、防火意

識が高まることで、日常生活や行事、催事等のあらゆる

場面において防火対策が図られている。 

○医療機関との連携強化や救急・救助隊員の資質向上、

市民の人命救助の技術向上、資機材等の充実等によ

り、人口構造の変化にも対応した救急救助体制が構築さ

れている。 

◆戦略の主な展開先…つながりあるまち 

 

あるべき姿 ～ＯＮＯ ＶＩＳＩＯＮ ２０３０～ 

⑱ ⑲ 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分野 ８ 医療体制の充実          

○医師会など地域の医療機関における機能分担と連携に

より地域医療ネットワークが充実し、人口構造の変化に

も対応できる医療体制が構築されている。 

○先進技術を活用した医療提供体制が確立されるととも

に、患者やその家族が快適に医療・健康サービスを享受

できる環境が整っている。 

○北播磨総合医療センターの安定した経営基盤のもと、質

の高い医療が提供され、高い技術と誇りを持った医療人

材の育成が展開されている。 

 

◆戦略の主な展開先…子どもを生み育てたいまち、豊か

な人材を育むまち 

分野 ９ 保険制度の健全運営          

○医療・介護を必要とする誰もが適切なサービスを享受で

きる体制が整うとともに、高齢化の進展にも対応し、医

療・介護保険制度の保険料（税）とサービスの最適化が

図られている。 

○ＩＣＴやデータの活用により、健康意識の向上と健康管理

を推進し、給付の適正化を図るとともに、多様な介護サ

ービスを展開している。 

○高齢者、乳幼児、重度障がい者、母子家庭、父子家庭、

遺児などの医療費に対する受給者負担の適正化が図ら

れている。 

 

◆戦略の主な展開先…豊かな人材を育むまち 

分野 １０ 高齢者支援の充実          

○地域における活動・活躍の場が整備されることで、いつ

までも生きがいと役割を持ち、健康意識の高い高齢者が

増え、互いに支え合う体制が確立している。 

○高齢者が住み慣れた地域で暮らしていけるよう、日常生

活の移動・買い物・住まいなどの環境が、すべての人に

優しく快適なものとなっている。 

○ＩＣＴの活用などにより、質の高い介護サービスが提供さ

れ、支える側の負担も技術革新や雇用対策により低減さ

れている。 

 

◆戦略の主な展開先…希望あるまち、豊かな人材を育むまち  

分野 １１ 障がい者福祉の充実          

○障がい者を地域全体で支え、障がい者の自立と社会参

加を支援する体制を構築することで、住み慣れた社会の

一員としてともに生活できている。 

○バリアフリー化とユニバーサルデザイン化を推進し、障

がいの有無にかかわらず誰もが集い、生きがいとやすら

ぎを感じることができる場が創出されている。 

○ＩＣＴなどを活用しつつ、障がいがあっても暮らしやすい環

境と多様なサービスが整うことで、コミュニケーションや

働きの場が充実している。 

 

◆戦略の主な展開先…豊かな人材を育むまち 

分野 １２ 地域包括支援の充実          

○高齢者をはじめ誰もが住み慣れた家庭・地域で、安全・

安心に暮し続けられるよう、住まい・医療・介護・予防等

の包括的なサービスが提供できる体制が構築されてい

る。 

○認知機能や身体機能の低下に対応するサービス・支援

が充実するとともに、それらの症状を早期発見し、早期

対応できる人材・技術が整っている。 

○見守り・相談・移動などを互いに支え合い・助け合う社会

が形成され、地域コミュニティの中にも浸透していくこと

で、介護者の負担が軽減されている。 

 

◆戦略の主な展開先…豊かな人材を育むまち 

分野 １３ 健康づくりの推進        

○ライフステージに応じた心と身体の健康づくりを推進し、

生涯現役でいきいきと暮らせる環境と支援体制が構築

されることで、健康寿命の延伸が図られている。 

○食生活や生活習慣における健康意識が高まり、健診・

検診などによる疾病予防が図られるとともに、先端技術

を活用した健康管理の取組が推進されている。 

○保育・教育・保健・医療・福祉等の分野横断的な連携が

強化され、健康教育による正しい知識とスポーツ・体操

などの運動による健康増進が図られている。 

 

◆戦略の主な展開先…子どもを生み育てたいまち、豊か

な人材を育むまち 
 

分野 １４ 生活支援体制の充実         

○経済的な困窮やひきこもり、ニート、孤独などの様々な

生きづらさを抱えている人へのセーフティネットが充実

し、地域社会全体の見守りと相まって、生活の安定・向

上が図られている。 

○支援を要する世帯の状況を把握し、その状況に応じて自

立に向けた就労や社会参加を促すことで、誰一人として

取り残さない社会が形成されている。 

○複雑化・複合化する地域社会課題に対応するため、多

様な主体が緊密に連携し、重層的・総合的な相談体制と

包括的な支援策が構築されている。 

 

◆戦略の主な展開先…豊かな人材を育むまち 

あるべき姿 ～ＯＮＯ ＶＩＳＩＯＮ ２０３０～ 

⑳ ㉑ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分野 １５ 子育て環境の充実           

○誰もが安心して子どもを生み育てられる環境を、家庭と

地域社会全体で整え、すべての子どもの命・権利が守ら

れる体制が構築されている。 

○結婚・妊娠・出産・子育てなどのライフイベントにおける、

経済的負担と不安感の軽減が図られるとともに、質が高

くきめ細かなサービスが展開されている。 

○質の高い幼児教育・保育が提供され、様々な子育てサ

ービスの充実が図られるとともに、それらを支える側が

働きやすい環境が整備されている。 

○少子化や核家族化、コミュニティの希薄化などに対応す

るため、子育て世帯が交流する機会・拠点が充実してい

る。 

○子ども・子育て家庭が抱える経済的な問題や多様な家

族形態に関する悩みについて、適正な給付と的確な相

談体制により課題解決が図られ、子どもの貧困が防止さ

れている。 

○仕事と育児の両立といったワーク・ライフ・バランスへの

配慮が企業・地域に浸透し、様々な就労環境のもとで、

多様な働き方を選択できている。 

 

◆戦略の主な展開先…子どもを生み育てたいまち 

分野 １６ 教育環境の充実           

○脳科学理論に基づく教育を地域社会全体で共有・展開

し、子ども達の学力・心・体を育むことで、グローバル化

とスマート化が進む未来でも活躍できる人づくりが推進

されている。 

○学校・家庭・地域など多様な主体が連携し、子ども・青少

年の心豊かで健やかな成長を支えるとともに、地域社会

における学びの機会の充実・質の向上、相互の負担軽

減を図っている。 

○脳科学理論に基づき、１６か年教育による切れ目ない教

育支援体制が構築され、小中一貫教育の推進により連

続性のある教育が展開されている。 

○発達障がいなど障がいがある子どもが、ともに学ぶこと

ができる環境を地域社会で整備し、インクルーシブ教育

システムが構築されている。 

○生涯学習を通じた学び・体験・自己研鑽の機会・環境の

充実が図られるとともに、学習成果を地域社会に還元す

る仕組みが構築されている。 

○学校・家庭の連携や学校給食の展開などを通じ、食育を

推進することで、基本的な生活リズムや望ましい食習慣

の定着が図られている。 

○少子化の進行と施設整備計画を踏まえつつ、ＩＣＴの進

展や災害時の使用などにも対応した、誰もが快適で安

全・安心な教育環境が整っている。 

 

◆戦略の主な展開先…子どもを生み育てたいまち、豊か

な人材を育むまち 

あるべき姿 ～ＯＮＯ ＶＩＳＩＯＮ ２０３０～ 

㉒ ㉓ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分野 １７ 地球環境・自然環境の保全  

○持続可能な地球環境の上に生活基盤が成り立っているこ

とを、誰もが意識し、多様な生態系に配慮しながら、その

恵みを次世代に引き継ぐための行動をとっている。 

○脱炭素や気候変動への目標を共有し、対策を講ずること

で、地球にやさしく、人と自然が共生するまちづくりを推進

している。 

○環境教育を推進することで、エネルギー・資源の利用を最

適にするための主体的な活動が広がり、環境負荷の少な

い循環型社会を構築している。 

 

◆戦略の主な展開先…挑戦し進化し続けるまち 

分野 １８ 公共交通の充実         

○交通弱者の移動手段を確保するとともに、新技術やＩＣＴ

の活用で、暮らしの中で誰もが利用しやすい安全・安心な

公共交通ネットワークが形成されている。 

○公共交通の連携強化と最適化を推進することで、各拠点

へのアクセス性の向上を図るとともに、公共交通の持続可

能性が向上している。 

○公共交通が、買い物や通院、通勤といった日常生活を支

える基盤としてだけでなく、生きがいと交流の創出や環境

負荷の低減を推進する役割を担っている。 

 

◆戦略の主な展開先…つながりあるまち 

分野 １９ 道路環境の充実         

○暮らしや経済の基盤となる道路整備の推進により、快適

かつ強靭な道路ネットワークが形成され、移動・交流・社

会参加を促す役割を果たしている。 

○高齢者や障がい者、子どもなどによる、徒歩や自転車で

の利用ニーズに対応し、自然環境の景観との調和にも配

慮した、安全・安心な道路空間が整備されている。 

○道路施設の効率的な整備・長寿命化が図られ、公共的な

空間として多様な主体による適正な維持管理が推進され

ている。 

 

◆戦略の主な展開先…つながりあるまち 

分野 ２０ 秩序ある都市計画の推進         

○市の中心部、シビックゾーン周辺及び集積エリアに都市機

能を計画的に配置するとともに、周辺地域での無秩序な

土地利用の防止により、地域の自然や風景が守られてい

る。 

○市民ニーズに沿った都市機能の誘導により上質な市街地

を形成し、市内全域からのアクセスを確保することで、誰も

が快適な暮らしを享受することができている。 

○空き家・空き地などを含む土地・建物の効率的・循環的な

活用が進み、新たな人の流れの受け皿としても有効に活

用され、多様な暮らし・仕事・集いを創出している。 

◆戦略の主な展開先…選ばれるまち 

分野 ２１ 情報通信ﾈｯﾄﾜｰｸの充実         

○社会インフラとしての情報通信環境が充実し、誰もがあら

ゆる場面・分野でその技術の恩恵を享受し、場所・距離・

時間に制約されない快適な暮らしが実現している。 

○より高度な情報通信社会を生きる子どもたちのＩＣＴ教育環

境が整うとともに、情報通信技術に不慣れな方へのきめ細

かな支援が展開されている。 

○情報化・デジタル化の浸透に伴い、その利活用に精通した

人材が一般化することで、多様なコミュニケーション環境と

新しい価値観が創出されている。 

 
◆戦略の主な展開先…挑戦し進化し続けるまち 

分野 ２２ 新拠点・エリア整備の推進        

○豊かな自然環境と充実した交通体系を活かし、継続的な

発展をもたらす新たな成長拠点が適所に整備され、県内・

国内をはじめ、世界の人・企業から選ばれる魅力ある地域

となっている。 

○コンパクトで持続可能な都市構造が構築され、住宅・医

療・福祉・雇用などの拠点が高度な交通・情報ネットワーク

で密接に結ばれた生活圏が各エリアに形成されている。 

○ゆとりあるライフスタイル、多様な働き方を実現でき、健康

づくりやスポーツ・レクリエーション活動、学びの深化にも

対応可能な拠点・空間が創造されている。 

◆戦略の主な展開先…希望あるまち、選ばれるまち、 

豊かな人材を育むまち、挑戦し進化し続けるまち 

分野 ２３ 公園・広場の整備         

○花と緑があふれる美しい景観を整備することで、子どもか

ら大人まで、誰もがときめきとやすらぎを感じることがで

き、多文化が交流する場となっている。 

○住みよさと個性的な魅力を発信する公園・広場・緑地を、

観光・防災などの多面的な視点から適正に配置するととも

に、利用状況のデータに基づき、より効果的な空間利用が

可能となっている。 

○公園・広場の花や草木の管理を通じて、官民協働のまちづ

くりが展開され、コミュニティの活性化と絆づくりが図られて

いる。 

◆戦略の主な展開先…選ばれるまち 

分野 ２４ 住環境の充実          

○都市と自然に包まれた快適な住環境が整備され、誰もが

安全・安心な居住空間で、多様なライフスタイルを実現す

ることができている。 

○空き家を含む既存の住宅ストックの最適な活用と、ニーズ

に応じた新たな住宅及び住宅地の供給が図られ、地域の

特性に応じた良好な住環境が形成されている。 

○ライフステージにおける住まいの取得や住み替えの選択

肢が充実し、その情報発信が強化されることで、定住・移

住の推進が図られている。 

 
◆戦略の主な展開先…選ばれるまち 

あるべき姿 ～ＯＮＯ ＶＩＳＩＯＮ ２０３０～ 

㉔ ㉕ 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分野 ２５ 雇用・労働環境の充実    

○企業集積エリアの整備と企業立地を促進し、雇用を創出

するとともに、海外を含め市内外から安定した働き手が確

保できている。 

○誰もが生きがい・働きがいを持って安全・安心に働ける環

境づくりが推進され、将来を担う若い世代など働く世代の

就業・起業をサポートする環境が整っている。 

○ＩＣＴ等の活用に対応した多様で柔軟な働き方を選択する

ことが可能となり、個々に応じた働き方を見つける手段・

支援体制が充実している。 

 

◆戦略の主な展開先…希望あるまち、挑戦し進化し続ける

まち 

あるべき姿 ～ＯＮＯ ＶＩＳＩＯＮ ２０３０～ 

分野 ２６ 商工業の振興          

○経営者・団体の創意工夫を尊重し、経済活動を支える資

源・制度の充実を図ることで、商工業事業者の経営力が

向上し、将来にわたる持続可能性が高まっている。 

○地域密着型の買い物弱者支援など、多様なビジネスモ

デルが地域内で発案され、地域課題の解決が進んでい

る。 

○既存店舗と新規出店者が互いに発展し、それらの生活

圏に含まれる利用者のニーズに応じた商品・サービスが

きめ細かく提供され、継続的に賑わいが創出されてい

る。 

 

◆戦略の主な展開先…希望あるまち 

分野 ２７ 農業・農村の振興          

○農業・農村が持つ多面的な機能と美しい景観を維持す

るため、次世代が継承しやすい仕組みを構築し、それら

の資源が循環型社会の形成に有効活用されている。 

○農業経営の安定化はもとより、農畜産物の品質向上や

特産品の開発に伴い、新たな魅力・ブランド力が生ま

れ、地産地消や販路拡大の取組により、異分野や都市

部との連携・交流が活性化している。 

○先進技術などを駆使することで、農業の担い手の負担を

軽減し、生産性を向上させるとともに、生産・販売の管理

や有害鳥獣の被害対策が推進されている。 

◆戦略の主な展開先…希望あるまち、挑戦し進化し続ける

まち 

分野 ２８ 地域産業の振興          

○成長が期待される次世代産業の参入・拡大を推進する

とともに、環境配慮型の経済活動を支援することで、経

済と環境の持続的な好循環が実現している。 

○ものづくりの精神・誇りを基盤として、伝統技術・技法を

次世代にも継承できる体制が確立され、個性豊かで選

ばれる商品・ブランドを創造している。 

○新産業・新商品の開発により、地域産業の魅力を高

め、ＩＣＴなどを駆使しながら、国内外向けの販路開拓と

商圏拡大を推進している。 

 

◆戦略の主な展開先…希望あるまち 

分野 ２９ 観光・交流の推進          

○地域資源の磨き上げによる観光拠点の整備と、健康・ス

ポーツなど多様なニーズを組み合わせた観光コンテン

ツの開発を推進するとともに、交通手段と情報通信環境

が整った快適な観光ネットワークが形成されている。 

○多彩なイベント等による「ことおこし」、オンリーワンの「も

のづくり」、それらを支える「ひとおこし」が展開され、地域

の活性化が図られている。 

○ＳＮＳ等のメディアを活用した戦略的な観光情報の発信

により、まちの知名度向上を図るとともに、オンライン上

でも観光資源に親しむことができる環境が創出されてい

る。 

 

◆戦略の主な展開先…選ばれるまち 

分野 ３０ 多文化共生・国際化の推進          

○地域において、異国の文化や多様な生活習慣などの相互

理解が深まり、互いの違いを認め合い支え合う、外国人

住民との共生社会が形成されている。 

○国際交流や外国語教育などの充実により、国際感覚が豊

かな人材を育むとともに、その人材が活躍できる環境が

整っている。 

○暮らしや働きの場面に限らず、インバウンドなどでも外国

人をサポートする体制が構築され、世界から選ばれる地

域になっている。 

 

◆戦略の主な展開先…子どもを生み育てたいまち、選ばれ

るまち、豊かな人材を育むまち 

㉖ ㉗ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分野 ３１ 地域活動の活性化        

○地域のつながり・絆を深める活動の推進により、多世代が

交流し、役割分担の適正化が図られることで、誰もが住み

良いコミュニティが形成されている。 

○地域の課題を住民自らが発見・解決する地域活動やビジ

ネスモデルが構築され、地域の魅力向上と持続的な発展

が図られている。 

○各地域において、地域の未来を支える人材の育成や地域

活動の効率化とデジタル化が進むことで、自立した地域

経営が展開され、地域間の相互連携に加え、多様な主体

との連携も深まっている。 

◆戦略の主な展開先…つながりあるまち、豊かな人材を育

むまち、挑戦し進化し続けるまち 

分野 ３２ 文化財の保護・活用        

○誰もが文化財に親しみを持ち、価値の理解を深められる

よう、文化財を通じた交流の場の創出とＩＣＴを活用した

文化財の魅力発信を推進している。 

○地域の誇り・愛着を生む地域固有の文化財を後世に継

承するため、人材面や施設面を強化し、災害に強く持続

可能な保存体制を構築している。 

○教育や観光などの幅広い分野において、文化財を有効

活用した個性的なまちづくりを展開している。 

 

◆戦略の主な展開先…選ばれるまち 

分野 ３３ スポーツ・レクリエーション
の      の振興             
 

○多世代交流の活性化や健康づくりの推進を図るため、人

材面と施設面の双方が充実したスポーツ・レクリエーショ

ン活動が展開されている。 

○時間や空間に捉われず、適切な指導・助言のもと、誰も

がスポーツ・レクリエーション活動を楽しむことができ、新

しい形態のスポーツ・レクリエーション活動にも挑戦でき

ている。 

○スポーツ・レクリエーション活動への参加を通じて、達成

感や喜びを共有し、お互いを称え合う環境を形成するこ

とで、仲間・コミュニティとの連携が深まっている。 

 

◆戦略の主な展開先…選ばれるまち、つながりあるまち、

豊かな人材を育むまち 

分野 ３４ 芸術・文化の振興       
 

 

○地域によって育まれた文化・芸術を後世に引き継ぐた

め、それらを支える人材・団体の育成と関係施設の機能

強化が図られている。 

○住民の参画と協働による文化・芸術活動を推進し、多様

なメディアの活用により広く発信することで、新たな交流

が生まれている。 

○質の高い芸術・文化を誰もが体験できる機会・環境を創

出するとともに、住民・団体が主体となり、芸術・文化活

動の活性化と新たな展開を推進している。 

 

◆戦略の主な展開先…選ばれるまち 
 

分野 ３５ 市民活動の活性化         

○市民の参画と協働のまちづくりを更に深化させ、市民の

主体性を尊重し、その活動を支援することで、自発的な

市民活動が多分野において展開されている。 

○市民活動の拠点や交流の場が充実し、市民・企業・行政

等が柔軟なパートナーシップを構築することで、多様な

ネットワークが形成されている。 

○市民活動に携わる人材・団体の育成・連携が推進され、

より豊かな市民生活に向け、社会課題の解決を目指し

た活動が展開されている。 

 

◆戦略の主な展開先…つながりあるまち、豊かな人材を育

むまち 
 

あるべき姿 ～ＯＮＯ ＶＩＳＩＯＮ ２０３０～ 
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分野 ３６ 健全な財政運営の推進         

○将来の世代でも安定的な財政運営が図られるよう、積極

的な財源確保、効率的な財源の配分、事業の選択と集

中が推進され、健全財政を堅持している。 

○公平・適正に市税を確保し、国・県などの支援や企業等

の寄附による支援を積極的に獲得することで、これらの

財源を活用した多様な事業を展開している。 

○中長期の財政見通しや財務データに基づき、各種事業

の受益と負担の適正化や社会資本の戦略的なマネジメ

ントが図られている。 

 

◆戦略の主な展開先…選ばれるまち、つながりあるまち 

分野 ３７ 行政運営の効率化         

○ＰＤＣＡのマネジメントサイクルに基づく行政経営を展開

し、不断の業務プロセスの見直しによるコストの削減と

サービスの高度化・高品質化を推進している。 

○人口減少が進展する中においても、行政資源を最大限

に活用するため、施設と機能の最適化・集約化・効率化

が図られ、まちの持続可能性が高まっている。 

○国・県・周辺市町等との役割分担の適正化とスケールメ

リットを生かした広域連携に取り組み、より効率的な広域

行政が展開されている。 

○ＩＣＴを柔軟に取り入れた組織・仕組みを構築し、多様な

人材を確保・育成・評価できる体制を整備することで、市

民の満足度の向上が図られている。 

 

◆戦略の主な展開先…つながりあるまち、挑戦し進化し続

けるまち 
分野 ３８ 情報発信・共有化の推進         

○貴重な財産である市民の声を多様な広聴システムで広

く受け付け、それらをデータベース化するとともに、市政

への反映や市職員の能力向上に役立てている。 

○広報誌やホームページ、ＳＮＳ等での更なる情報発信の

充実に加え、先端技術の活用により、市民が必要な情

報をタイムリーに取得できる環境づくりが進んでいる。 

○誰もがわかりやすい情報が適正に提供・公開されるとと

もに、多様なメディアを通じて市の取組が国内外に発信

されている。 

 

◆戦略の主な展開先…選ばれるまち 

〔令和２年度決算〕 

あるべき姿 ～ＯＮＯ ＶＩＳＩＯＮ ２０３０～ 

 

 

 

 

国が定める財政指標は 

全てクリアしています。 
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将来の都市構造 

拠点構想推進エリア 
 

 

 

 

 

 

 

☆小野地区（主な施設…小野小学校、小野東小学校、小野中学校、うるおい交流館エクラ など） 

・先進的な都市空間と教育・文化・歴史・伝統・スポーツなどが融合した魅力創造モデル地区 

☆河合地区（主な施設…河合小学校、河合中学校、特別支援学校、堀井城跡ふれあい公園 など） 

・自然と多文化の融合でやすらぎとうるおいが満ち、交通機能などで賑わいが生まれる広

域交流モデル地区 

☆来住地区（主な施設…来住小学校、白雲谷温泉ゆぴか、小野アルプス など） 

・豊かな自然と多彩な美・癒しを備え、交通機能などで観光・交流創造空間が融合した地域振

興モデル地区 

☆市場地区（主な施設…市場小学校、小野南中学校、北播磨総合医療センター など） 

・医療・健康・福祉・産業拠点などの複合機能が集積し、交通ネットワークで結ばれた未来の暮

らし牽引モデル地区 

☆大部地区（主な施設…大部小学校、旭丘中学校、広渡廃寺跡歴史公園、おの桜づつみ回廊 など） 

・由緒ある歴史を有し、快適な都市機能と美しい田園景観が調和した快適環境モデル地区 

☆下東条地区 （主な施設…中番小学校、下東条小学校、誉田の館、こだまの森公園 など） 

・やすらぎとゆとりを育む豊かな自然環境に包まれ、地域交流が広がる活力創造モデル地区 

 

 

 

 

 

各地区の将来イメージ 
 

 

 

 

 

 

 

小野市は、兵庫県東播磨地域のほぼ中央に位置し、市域の東には子午線が通り、西部には

県下最大の流域をもつ一級河川加古川が北から南へ流下しています。 

交通体系は、小野市を挟んで南に山陽自動車道、北に中国自動車道が走っており、これら

の道路を利用することで、大阪まで約１時間で移動することが可能となっています。また、市西

部を走るＪＲ加古川線と、市南部を走る神戸電鉄粟生線などの鉄道網が形成されています。 

また、東播磨と北播磨地域を結ぶ地域高規格道路である「東播磨南北道路」が完成し、山陽

自動車道三木ＳＡでのスマートインターチェンジも完成すれば、小野工業団地等の利便性が一

段と向上し、小野市の更なる潜在能力の開花が期待されます。 

これらの情勢を踏まえつつ、これまでの都市構造の基本としてきた、６つの日常生活圏（小野

地区、河合地区、来住地区、市場地区、大部地区、下東条地区の６地区）に身近な生活拠点を

適切に配置し、住民自らが考え実践する地域づくり活動を推進する方針を継承します。 

この方針の下、人口減少が進行する中においても、地域資源と地域特性を活かし、各地区で

の「自立と創造」を促進するとともに、各地区の連携・補完によるネットワークやつながりを強化

することで、多極多層型のコンパクトで成熟した都市空間の構築を目指します。あわせて、すで

に都市機能の集積による拠点化が進んでいる３つのエリア、「シビックゾーン」、「浄谷黒川丘陵

地」、「市場地域開発区域」において、その周辺を含め機能強化を推進します。 

 

 

 

 

 

シビックゾーン 

浄谷黒川丘陵地 

市場地域開発区域 

㉜ ㉝ 

加古川 



行動指針 
 

行動指針は、小野市が時代や社会の変化に対応していく今後の行動過程において遵守すべき

基本的な心構えを定めます。 

小野市は、本計画に掲げた基本理念や将来像の実現を目指していく上での規範について、市民

と行政の視点から次のとおり「行動指針」を掲げます。 

 

１. 市民の「行動指針」＝小野市民憲章 

時代や社会の変化に伴い、市民の価値観が複雑・多様化しています。市民一人ひとりが「小野市民

憲章」の精神に立ち返り、自らの意識や考え方を見つめ直すとともに、未来へ向けて主体的・積極的

に行動します。 

小野市民憲章 

（昭和４４年１２月１日制定） 

わたしたちの小野市は、川と緑の美しい自然と伝統ある文化のまちです。そろばん・金物の特産の

うえに、恵まれた環境は播磨内陸開発の中心地として、将来の躍進が期待されます。 

自然と歴史と産業の調和した近代都市の市民として、生きがいのある暮らしができることをこい願

い、誇りと自覚を持ってこの憲章を守りましょう。 

 

１ 誠実で意欲的な人になりましょう。 

仕事に打ち込み働く喜びをもとう。 

明朗で親切な人になろう。 

運動に親しみ健康に努めよう。 

教養を高め豊かな心をもとう。 

きまりを守り責任を重んじよう。 

 

１良き市民の育つ家庭をつくりましょう。 

愛情と秩序のある家庭をつくろう。 

話し合えるなごやかな家庭をつくろう。 

老人の生きがいある家庭をつくろう。 

子どもを正しくしつけよう。 

となり近所は譲りあい助け合おう。 

 

１ 活気ある健康なまちを築きましょう。 

連帯感を高め、前進するまちをつくろう。 

人権を尊重して住みよいまちをつくろう。 

青年は清新なまちづくりの力になろう。 

清潔で公害のないまちをつくろう。 

郷土を愛し自然と文化を守ろう。 

 

 

 

２. 行政の「行動指針」 

行政はこれまでの取組の結果とプロセス、社会における市の現状と課題等を踏まえ、住み

続けたい、暮らしてみたいまちの創造に向けて行動します。 

 

① 「い・ろ・は」 

「い」：意識改革なくして行動なし 

「ろ」：論ずるより行動 

「は」：反省なくして改善なし 

 

② 市民第一主義 

常に「市役所は市民の役に立つ所」という原点に立ち返り、市民の声を貴重 

な財産として積極的に市政へ反映させる市民第一を推進します。 

◇ 市民主体のまちづくり 

市民の参画・協働を求める行政主導のまちづくりから、市民の考えを尊重し、その活動

を支援していく市民主体のまちづくりへの進化を図ります。 

◇ 透明性の確保 

情報の開示・共有化による市民との相互信頼・相互責任の関係を構築するため、幅広い

情報を理解できる形で積極的に発信するとともに、市民に対する説明責任を果たします。 

 

③ 経営的な政策展開 

過去の経験を教訓として、現状を分析し、改善を講じた新たな計画を実行する「ＰＤＣ

Ａ」のマネジメントサイクルを展開します。 

◇ゼロベースとポジティブシンキング 

現状に満足することなく常にゼロベースの発想で取り組むとともに、物事をポジティブ

（前向き）に捉えて行動します。 

◇ スピーディ・フレキシブルな対応 

社会経済情勢の変化に対して正確かつタイムリーな情報を把握し、現場・現物を重視し

たスピーディ・フレキシブルな対応を図ります。 

◇ セイフティ・スペシャリティな対応 

市民生活の安全・安心に対する全職員の意識改革を図るとともに、行政のプロフェッシ

ョナルを目指した人材育成を目指します。 

◇ 限りある財源の有効活用 

自主財源の確保、財源の重点配分、行財政改革の推進などにより、先進的で健全な財政

運営に努め、持続可能な安定した行政サービスを提供します。 
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満足度：低・重要度：高 満足度：高・重要度：高 

①地震や豪雨などの災害に対する防災体制 

②地域の実情に合った病院などの医療体制 

④交通安全の対策、防犯の対策 

⑥いじめなどへの対策、人権の尊重 

⑦上下水道の運営体制 

⑬高齢者を支援するサービスなどの環境 

⑭障がい者を支援するサービスなどの環境 

⑮医療保険制度の運営体制（保険料など） 

⑳歩道を含む道路の整備 

㉑公共交通（バス、鉄道など）の運行体制 

㉗雇用・労働環境の整備支援 

③消防・救急の体制 

⑧環境衛生の向上（ごみ処理、汚染対策など） 

⑨地球環境・自然環境の保護 

⑩子育てを支援するサービスなどの環境 

⑪健康づくりへの支援体制 

⑫地域での見守り・支援体制 

㉙小・中学校などの教育環境 

㊲健全で効率的な行財政運営 

㊳行政による総合的なまちづくり 

満足度：低・重要度：低 満足度：高・重要度：低 

⑤消費者保護の対策 

⑯生活支援が必要な方への支援体制 

⑰新拠点となる施設や開発エリアの整備 

⑱空き家などに対応した秩序ある都市計画 

⑲住宅地の整備、市営住宅の供給 

㉓情報通信ネットワークの整備支援体制 

㉔農地整備や特産品開発を含む農業の支援 

㉕商業・工業の振興支援 

㉖伝統産業を含む地域産業の振興支援 

㉘観光資源の整備など観光の振興支援 

㉒広場・公園の整備 

㉚芸術・文化活動の振興 

㉛文化財の保護と活用 

㉜スポーツ・レクリエーション活動の振興 

㉝多文化共生・国際化への支援 

㉞多様な主体による地域活動の活性化 

㉟市民活動の活性化、参加機会の充実 

㊱広報広聴、情報発信 

 

 

小野市のまちづくりに対する市民意識 

1防災
2医療体制

3消防・救急

4交通安全、防犯

5消費者保護

6人権対策

7上下水道

8環境衛生

9自然環境

10子育て支援

11健康づくり

12見守り支援

13高齢者福祉

14障がい者福祉

15医療保険制度

16生活の支援

17拠点開発

18都市計画

19住宅供給

20道路整備

21公共交通

22広場・公園

23情報通信

24農地・農業
25商業・工業

26地域産業

27雇用・労働

28観光振興

29教育

30芸術・文化

31文化財

32スポーツ

33多文化・国際化

34地域活動

35市民活動

36広報広聴

37行財政運営

38総合的なまちづくり

重要度平均3.36

満足度平均2.82
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低い                 満足度            高い 

総合ビジョンの策定にあたり、これまでの市のまちづくりに対する市民の捉え方を把握するた

め、2019 年 11 月に市民 5,500 人を対象としたアンケート調査を実施し、次の結果となりまし

た。（回答者数…1,730 人） 

 

 

 

 

 

 

８％ 

 愛着や誇りを意識した

ことがない 

 自慢できるところ、知名

度がない 

 転入してきたので 

等 

 

 

７０％ 

 生まれ育った場所だから 

 住みやすさを感じるから 

 ずっと住んでいるから 

 子育て・教育環境が良い

から  

等 

 

 

１５％ 

 

６１％ 

 子育て環境が充実した
から 

 公共施設が充実したか
ら（市役所、病院、 警察
署） 

 シビックゾーンが充実し
たから（ホテル、エクラ） 

等 

 意識することがない、

10 年前を知らない 

 シビックゾーンとの地

域差を感じる 

 少子高齢化 

等 

 

約７０％の方が、愛着や誇り

を感じていると回答 

約６１％の方が、良い方向へ

の変化を感じていると回答 

○小野市に対する「愛着や誇り」について 

○小野市の「10 年間における変化」について 

○小野市の「元気・活力」について 

 

１２％ 

 意識したことがない 

 少子高齢化 

 若い世代が減少してい

るから 

 商業店舗が少ないから 

等 

 

 

５４％ 

 小野まつりが盛大だか
ら 

 シビックゾーンが発展し
たから 

 イベントが増加したから 
等 

約５４％の方が、良い方向へ

の変化を感じていると回答 

○市のまちづくりに対する取組（38 項目に分類）についての「満足度」と「重要度」 

 

満足度：低、重要度：高 

⇒重点的な改善が 

必要となる分野 

満足度：高、重要度：高 
⇒高水準で維持して 

いくべき分野 

満足度：高、重要度：低 

⇒維持していくべき分野 

満足度：低、重要度：低 

⇒改善が必要となる分野 

取組に対する「満足度」と「重要度」について、それぞれの４段階評価を集計し、得点化した

図は次のとおりとなりました。（満足度の上位５つを赤枠、下位５つを青枠で囲っています。） 

 

 

 

 

 

㊱ ㊲ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㊳ 

（白 紙） （第２期小野市総合戦略（案）へ続く） 


